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会員数　　784名
男　性　　479人　 　女　性　　305人
　　　　　　　（令和元年８月１日現在）

公益社団法人
南砺市シルバー人材センター

◇各委員会からのお知らせ
◇みんなの広場（新入会員編）
◇お知らせ

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
〜

令
和
元
年
七
月
三
十
一
日
ま
で

◆
城
端
地
域
（
十
名
）

　
安
地
　
光
雄
　
　
今
井
と
き
子

　
細
川
　
道
雄
　
　
水
本
　
正
明

　
和
田
　
信
代
　
　
高
桑
　
良
次

　
山
下
　
利
夫
　
　
志
茂
　
龍
一

　
志
茂
　
京
子
　
　
松
原
　
　
進

◆
平
地
域
（
二
名
）

　
滝
谷
　
眞
輔
　
　
辻
　
清
市
郎

◆
利
賀
地
域
（
一
名
）

　
野
原
　
重
則

◆
井
波
地
域
（
十
名
）

　
池
田
　
　
守
　
　
箭
原
　
三
郎

　
斉
藤
　
昭
夫
　
　
奥
村
　
栄
子

　
松
岡
　
正
敏
　
　
山
口
　
重
吉

　
野
原
　
光
枝
　
　
菊
地
　
省
次

　
常
川
　
尚
一
　
　
中
川
　
　
昇

◆
福
野
地
域
（
六
名
）

　
土
永
知
栄
子
　
　
宮
嶋
つ
る
子

　
梅
木
　
源
友
　
　
佐
竹
　
京
子

　
宮
田
　
妙
子
　
　
今
井
　
啓
一

八
　
月
分
　
九
　
月
二
十
日（
金
）

九
　
月
分
　
十
　
月
十
八
日（
金
）

十
　
月
分
　
十
一
月
二
十
日（
水
）

十
一
月
分
　
十
二
月
二
十
日（
金
）

　
皆
さ
ん
は
、
自
分
の
体
調
管
理
が

十
分
で
き
て
い
ま
す
か
？
他
の
会
員

や
発
注
者
に
迷
惑
を
か
け
な
い
た
め

に
も
毎
年
一
回
健
康
診
断
を
受
け
ま

し
ょ
う
。

●
雪
吊
講
習
会

開
催
日
　
十
月
十
六
日（
水
）

場
　所
　
高
瀬
遺
跡
公
園

受
講
申
込
（
二
二―

八
〇
五
〇
）
へ

　
　
　
　  

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
十
月
は
「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
事
業
普
及
促
進
月
間
」
で
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
と
お
し
て
、

事
業
の
Ｐ
Ｒ
と
新
し
い
仲
間
に
加
入

を
呼
び
か
け
ま
し
ょ
う
。
多
く
の
皆

さ
ん
の
参
加
・
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。（
各
地
区
の
活
動
は
別
紙
開

催
計
画
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

　
富
山
県
出
身
の
朝
乃
山
関
の
優

勝
と
日
本
人
初
の
Ｎ
Ｂ
Ａ
ド
ラ
フ

ト
一
巡
目
で
指
名
を
受
け
た
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
八
村
塁
選
手
の

ニ
ュ
ー
ス
は
、
同
じ
県
民
と
し
て

大
変
嬉
し
い
も
の
で
し
た
。
さ
て
、

翻
っ
て
み
る
と
、
高
齢
者
の
交
通

事
故
が
多
く
、
身
の
引
き
締
ま
る

思
い
が
し
ま
す
。
健
康
管
理
と
共

に
事
故
を
お
こ
さ
な
い
よ
う
に
、

日
々
気
を
つ
け
て
過
ご
し
た
い
も

の
で
す
。
　
　
　
　 

　（
編
集
子
）

編
　集
　後
　記

新
入
会
員
紹
介

配
分
金
支
払
日

　
月
別
カ
レ
ン
ダ
ー
に
メ
モ
欄
と
備

忘
欄
を
設
け
、
文
字
が
大
き
く
見
や

す
く
、
体
験
等
記
録
欄
に
ヒ
ヤ
リ
・

ハ
ッ
ト
体
験
等
を
記
録
す
る
こ
と
で
、

安
全
に
対
す
る
反
省
と
意
識
向
上
が

期
待
で
き
ま
す
。
ま
た
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
、
技
能
講
習
会
等
の
記
録
が

で
き
、「
運
転
前
健
康
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー

ト
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
冊

　二
九
〇
円

申
込
期
限
　九
月
末
日

申
込
方
法
（
二
二―

八
〇
五
〇
）へ

　
　
　
　

  

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

健
康
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

独
自
講
習
会
の
ご
案
内

シ
ル
バ
ー
の
日
開
催

◆
福
光
地
域
（
二
十
二
名
）

　
金
本
　
和
子
　
　
福
岡
　
朝
子

　
池
村
　
幸
市
　
　
橋
本
　
敏
雄

　
森
田
　
　
寛
　
　
中
島
　
憲
治

　
奥
野
し
ず
え
　
　
上
坂
　
　
孝

　
前
田
　
栄
次
　
　
水
内
　
三
夫

　
重
倉
　
春
夫
　
　
西
田
　
次
広

　
田
中
　
　
茂
　
　
中
山
　
眞
一

　
斉
田
　
明
美
　
　
奥
野
　
芳
隆

　
上
水
利
津
子
　
　
前
川
　
尚
之

　
井
上
　
重
光
　
　
山
村
　
　
章
　

　
渡
辺
　
和
子
　
　
西
尾
　
愼
治

開
催
日

　
九
　
月
　
二
十
日
（
金
）

　
十
　
月
　
十
八
日
（
金
）

　
十
一
月
　
二
十
日
（
水
）

　
十
二
月
　
二
十
日
（
金
）

令
和
二
年

　
一
　
月
　
二
十
日
（
月
）

　
二
　
月
　
二
十
日
（
木
）

　
三
　
月
　
十
九
日
（
木
）

会
場
　
福
野
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
研
修
室

時
間
　
午
後
一
時
三
十
分
よ
り

会
員
大
募
集

　
南
砺
市
に
お
住
ま
い
の
六
十
歳
以

上
で
、健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
方
、

ご
近
所
や
お
知
り
合
い
の
方
に
、
ぜ

ひ
声
掛
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

二
〇
二
〇
年
版

  

会
員
手
帳

予
約
受
付
の

　
　お
知
ら
せ

入
会
説
明
会
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令
和
元
年
度
定
時
総
会
が
、
五
月

三
十
一
日（
金
）午
後
二
時
よ
り
南

砺
市
城
端

伝
統
芸
能

会
館「
じ
ょ

う
は
な
座
」

に
お
い
て
、

会
員
五
百

八
十
六
名

（
う
ち
委
任

状
出
席
三

百
八
十
三

名
）の
出
席

の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
開
会
に
あ
た
り
長
尾
益
勇
理
事
長

よ
り
「
シ
ル
バ
ー
事
業
は
、
高
年
齢

者
が
健
康
で
安
心
し
て〝
働
く
〞こ

と
を
通
じ
て
生
き
が
い
を
得
る
と
と

も
に
、
地
域
社
会
の
活
性
化
に
貢
献

し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
南
砺
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
で
は
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
と

地
域
の
ニ
ー
ズ
を
結
ぶ
役
割
を
果
た

す
た
め
、
請
負
・
委
任
事
業
や
企
業

へ
の
労
働
者
派
遣
事
業
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
地
域
課
題
に
も
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

代表受領された　左２番目より
髙田会員・中田会員
砂田会員・中島会員

令
和
元
年
度
定
時
総
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

　
元
号
が
「
令
和
」
に
変
わ
り
、
新

た
な
時
代
が
ス
タ
ー
ト
し
、
多
様
化

す
る
地
域
社
会
の
ニ
ー
ズ
や
期
待
に

応
え
る
た
め
、
引
き
続
き
役
職
員
一

丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
の
で
、
会
員
の
皆
様
方
に
は
更
な

る
ご
理
解
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。｣

と
あ
い

さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　
次
い
で
、
当
セ
ン
タ
ー
の
事
業
活

動
へ
の
永
年
の
貢
献
を
讃
え
、
優
良

会
員
三
十
一
名
並
び
に
会
員
加
入
促

進
奨
励
事
業
表
彰
一
名
が
表
彰
さ

れ
、
代
表
者
に
長
尾
理
事
長
よ
り
表

彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
、
田
中
幹
夫
南
砺
市
長

を
は
じ
め
ご
来
賓
の
み
な
さ
ま
よ
り

祝
辞
を
賜
り
ま
し
た
。

　
議
事
に
移
り
、
議
長
に
城
端
地
域

の
今
井
芳
正
会
員
が
選
出
さ
れ
、
平

成
三
十
年
度
事
業
報
告
、
同
決
算
報

告
、
役
員
の
選
任
の
三
議
案
と
、
平

成
三
十
年
度
補
正
予
算
、
令
和
元
年

度
事
業
計
画
、

収
支
予
算
の
三

報
告
事
項
が
上

程
さ
れ
、
す
べ

て
原
案
ど
お
り

承
認
さ
れ
総
会

は
閉
会
し
ま
し

た
。

承
認
さ
れ
た
議
案

第
一
号
議
案

　

平
成
三
十
年
度
事
業
報
告

　
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
と
ら
え
た
会
員

募
集
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、

会
員
数
は
前
年
度
に
比
べ
て
九
人
減

の
八
百
三
十
名
と
な
り
ま
し
た
。

　
契
約
金
額
に
つ
い
て
も
補
助
事
業

等
の
推
進
に
よ
り
就
業
機
会
の
拡
大

を
図
り
ま
し
た
が
、
前
年
度
に
比
べ

八
十
五
万
八
千
円
減
の
四
億
二
千
二

百
三
十
二
万
九
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

第
二
号
議
案

　

平
成
三
十
年
度
決
算
報
告

第
三
号
議
案

　

役
員
の
選
任
に
つ
い
て

　
次
の
役
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

理
事
　
井
口
　
一
彦（
南
砺
市
職
員
）

監
事
　
臼
井
　
芳
雄（
井
波
地
域
会
員
）

　
な
お
、
同
日
開
催
の
理
事
会
に
て

叶
山
勝
之
事
務
局
長
が
専
務
理
事
に

選
定
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
元
年
度
事
業
計
画

基
本
方
針

　
地
域
の
日
常
生
活
に
密
着
し
た
就

業
機
会
を
提
供
し
、
高
齢
者
の
生
き

が
い
の
充
実
、
社
会
参
加
の
促
進
を

実
行
す
る
た
め
、
会
員
の
確
保
と
就

業
機
会
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

実
施
計
画

１ 

一
人
の
会
員
が
ひ
と
り
の
会
員

を
紹
介
す
る
会
員
加
入
促
進
奨

励
事
業
の
充
実

２ 

山
間
部
で
の
出
前
入
会
説
明
会

の
実
施

３ 

入
会
説
明
会
後
「
就
業
相
談
会
」

の
開
催

４ 

退
会
者
の
抑
制
を
図
る
た
め
の

未
就
業
会
員
相
談
会
の
実
施

５ 

会
報
「
げ
ん
き
南
砺
」
の
全
戸

配
布
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る

セ
ン
タ
ー
の
魅
力
の
発
信

６ 

女
性
会
員
の
拡
大
と
連
帯
感
の

醸
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
サ
ー
ク
ル
の
育
成

７ 

広
報
、
新
聞
折
込
み
チ
ラ
シ
等
に

よ
る
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
活
動
の
充
実

８ 

地
域
の
イ
ベ
ン
ト
等
の
あ
ら
ゆ

る
機
会
を
通
じ
て
、
明
る
く
楽

し
い
シ
ル
バ
ー
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
る

表
彰
さ
れ
た
の
は
次
の
方
々
で
す
。

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

優
良
会
員
表
彰 

◆
城
端
地
域

　
本
田
　
芳
美
　
　
中
山
　
隆
靖

◆
平
地
域

　
中
田
　
武
志
　
　
髙
田
富
良
夫

◆
上
平
地
域

　
小
坂
谷
美
枝
子

◆
利
賀
地
域

　
前
川
幸
太
郎
　
　
谷
中
　
修
一

　
中
田
　
律
子

◆
井
波
地
域

　
藤
井
　
正
雄
　
　
境
　
　
義
則

　
岡
　
日
出
夫
　
　
稲
倉
　
正
道

　
武
田
　
信
一

◆
井
口
地
域

　
中
西
　
欣
矢
　
　
吉
田
喜
代
子

◆
福
野
地
域

　
安
達
　
里
美
　
　
神
能
　
治
子

　
宮
川
美
紀
子
　
　
砂
田
江
美
子

　
佐
波
　
幸
雄
　
　
俵
　
れ
い
子

　
高
田
　
　
正
　
　
池
田
　
　
公

◆
福
光
地
域

　
山
道
　
昭
子
　
　
才
川
　
　
茂

　
中
島
　
信
一
　
　
森
田
　
勝
規

　
大
井
川
法
子
　
　
林
　
く
み
子

　
安
丸
ひ
ろ
子
　
　
嶋
田
　
健
治

会
員
加
入
促
進
奨
励
事
業
表
彰

◆
利
賀
地
域
　
野
原
　
恵
子

◆
優
良
会
員
表
彰

髙
田
富
良
夫（
平
地
域
）

　
こ
の
度
の
表
彰
、
関
係
各
位
に
心

よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
日
頃
、

活
動
に
対
し
て
積
極
的
と
は
言
え
な

い
私
、
や
や
心
苦
し
い
思
い
も
あ
り

ま
す
。

　
こ
の
表
彰
を
機
に
、
健
康
に
留
意

し
、
今
後
の
活
動
に
出
来
る
限
り
の

積
極
的
な
参
加
を
心
掛
け
た
い
も
の

で
す
。

中
田
　律
子（
利
賀
地
域
）

　
こ
の
度
は
、
身
に
余
る
表
彰
を
頂

き
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
こ

れ
も
偏
に
皆
様
の
お
陰
と
感
謝
致
し

て
お
り
ま
す
。

　
そ
し
て
今
回
の
表
彰
に
ま
す
ま
す

心
を
引
き
締
め
て
仕
事
に
励
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
宜
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

砂
田
江
美
子
（
福
野
地
域
）

　
こ
の
度
、
新
年
号
「
令
和
」
の
年

に
栄
え
あ
る
表
彰
を
い
た
だ
き
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
仕
事
を

通
じ
て
多
く
の
人
達
と
の
出
会
い
が

あ
り
、
支
え
て
い
た
だ
い
た
お
陰
と

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
会
員

と
し
て
健
康
に
気
を
つ
け
て
就
業
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

中
島
　信
一
（
福
光
地
域
）

　
こ
の
度
は
表
彰
頂
き
心
か
ら
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
年
八
十
一
歳
に
な
り
、
病
院
通

い
を
し
て
み
る
と
、
良
き
友
に
恵
ま

れ
、
働
け
る
事
が
ど
ん
な
に
幸
福
な

こ
と
か
改
め
て
感
じ
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
勇
気
を
も
っ
て
楽
し

い
一
日
で
い
ら
れ
る
事
を
願
い
頑
張

り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

◆
会
員
加
入
促
進
奨
励
事
業
表
彰

野
原
　恵
子
（
利
賀
地
域
）

　
シ
ル
バ
ー
の
活
動

を
通
じ
て
経
験
し
た

仕
事
や
新
し
い
人
間

関
係
を
築
い
て
い
け

る
喜
び
を
他
の
人
に

も
経
験
し
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
か

ら
、
入
会
の
声
掛
け
を
し
て
き
ま
し

た
。
ま
さ
か
表
彰
状
を
い
た
だ
く
こ

と
に
な
ろ
う
と
は
！
思
い
も
よ
ら
ぬ

こ
と
で
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

表
彰
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

喜
び
の
声

　
総
会
後
に
は
記
念
講
演
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
講
師
に
劇
団
〔
花
幸
会
〕
座

長 

御
供
田
幸
子
氏
を
お
招
き
し

「
あ
き
ら
め
な

い
人
生
」
と
題

し
て
講
演
い
た

だ
き
ま
し
た
。

経　常　収　益 393,693千円
387,666千円
6,027千円

経　常　費　用
当期経常増減額

労働者派遣事業実績

平成30年度決算額

平成30年度　事業実績

H26
390,000

400,000

410,000

420,000

430,000

440,000

年度別契約金額

H27 H28 H29 H30 H26
800

820

840

860

880

900

年度別会員数

H27 H28 H29 H30

884 883

837 839 830
H26

契約金額（千円） 受注件数（件）
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令
和
元
年
度
定
時
総
会
が
、
五
月

三
十
一
日（
金
）午
後
二
時
よ
り
南

砺
市
城
端

伝
統
芸
能

会
館「
じ
ょ

う
は
な
座
」

に
お
い
て
、

会
員
五
百

八
十
六
名

（
う
ち
委
任

状
出
席
三

百
八
十
三

名
）の
出
席

の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
開
会
に
あ
た
り
長
尾
益
勇
理
事
長

よ
り
「
シ
ル
バ
ー
事
業
は
、
高
年
齢

者
が
健
康
で
安
心
し
て〝
働
く
〞こ

と
を
通
じ
て
生
き
が
い
を
得
る
と
と

も
に
、
地
域
社
会
の
活
性
化
に
貢
献

し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
南
砺
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
で
は
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
と

地
域
の
ニ
ー
ズ
を
結
ぶ
役
割
を
果
た

す
た
め
、
請
負
・
委
任
事
業
や
企
業

へ
の
労
働
者
派
遣
事
業
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
地
域
課
題
に
も
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

代表受領された　左２番目より
髙田会員・中田会員
砂田会員・中島会員

令
和
元
年
度
定
時
総
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

　
元
号
が
「
令
和
」
に
変
わ
り
、
新

た
な
時
代
が
ス
タ
ー
ト
し
、
多
様
化

す
る
地
域
社
会
の
ニ
ー
ズ
や
期
待
に

応
え
る
た
め
、
引
き
続
き
役
職
員
一

丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
の
で
、
会
員
の
皆
様
方
に
は
更
な

る
ご
理
解
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。｣

と
あ
い

さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　
次
い
で
、
当
セ
ン
タ
ー
の
事
業
活

動
へ
の
永
年
の
貢
献
を
讃
え
、
優
良

会
員
三
十
一
名
並
び
に
会
員
加
入
促

進
奨
励
事
業
表
彰
一
名
が
表
彰
さ

れ
、
代
表
者
に
長
尾
理
事
長
よ
り
表

彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
、
田
中
幹
夫
南
砺
市
長

を
は
じ
め
ご
来
賓
の
み
な
さ
ま
よ
り

祝
辞
を
賜
り
ま
し
た
。

　
議
事
に
移
り
、
議
長
に
城
端
地
域

の
今
井
芳
正
会
員
が
選
出
さ
れ
、
平

成
三
十
年
度
事
業
報
告
、
同
決
算
報

告
、
役
員
の
選
任
の
三
議
案
と
、
平

成
三
十
年
度
補
正
予
算
、
令
和
元
年

度
事
業
計
画
、

収
支
予
算
の
三

報
告
事
項
が
上

程
さ
れ
、
す
べ

て
原
案
ど
お
り

承
認
さ
れ
総
会

は
閉
会
し
ま
し

た
。

承
認
さ
れ
た
議
案

第
一
号
議
案

　

平
成
三
十
年
度
事
業
報
告

　
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
と
ら
え
た
会
員

募
集
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、

会
員
数
は
前
年
度
に
比
べ
て
九
人
減

の
八
百
三
十
名
と
な
り
ま
し
た
。

　
契
約
金
額
に
つ
い
て
も
補
助
事
業

等
の
推
進
に
よ
り
就
業
機
会
の
拡
大

を
図
り
ま
し
た
が
、
前
年
度
に
比
べ

八
十
五
万
八
千
円
減
の
四
億
二
千
二

百
三
十
二
万
九
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

第
二
号
議
案

　

平
成
三
十
年
度
決
算
報
告

第
三
号
議
案

　

役
員
の
選
任
に
つ
い
て

　
次
の
役
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

理
事
　
井
口
　
一
彦（
南
砺
市
職
員
）

監
事
　
臼
井
　
芳
雄（
井
波
地
域
会
員
）

　
な
お
、
同
日
開
催
の
理
事
会
に
て

叶
山
勝
之
事
務
局
長
が
専
務
理
事
に

選
定
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
元
年
度
事
業
計
画

基
本
方
針

　
地
域
の
日
常
生
活
に
密
着
し
た
就

業
機
会
を
提
供
し
、
高
齢
者
の
生
き

が
い
の
充
実
、
社
会
参
加
の
促
進
を

実
行
す
る
た
め
、
会
員
の
確
保
と
就

業
機
会
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

実
施
計
画

１ 
一
人
の
会
員
が
ひ
と
り
の
会
員

を
紹
介
す
る
会
員
加
入
促
進
奨

励
事
業
の
充
実

２ 

山
間
部
で
の
出
前
入
会
説
明
会

の
実
施

３ 

入
会
説
明
会
後
「
就
業
相
談
会
」

の
開
催

４ 

退
会
者
の
抑
制
を
図
る
た
め
の

未
就
業
会
員
相
談
会
の
実
施

５ 

会
報
「
げ
ん
き
南
砺
」
の
全
戸

配
布
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る

セ
ン
タ
ー
の
魅
力
の
発
信

６ 

女
性
会
員
の
拡
大
と
連
帯
感
の

醸
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
サ
ー
ク
ル
の
育
成

７ 

広
報
、
新
聞
折
込
み
チ
ラ
シ
等
に

よ
る
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
活
動
の
充
実

８ 

地
域
の
イ
ベ
ン
ト
等
の
あ
ら
ゆ

る
機
会
を
通
じ
て
、
明
る
く
楽

し
い
シ
ル
バ
ー
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
る

表
彰
さ
れ
た
の
は
次
の
方
々
で
す
。

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

優
良
会
員
表
彰 

◆
城
端
地
域

　
本
田
　
芳
美
　
　
中
山
　
隆
靖

◆
平
地
域

　
中
田
　
武
志
　
　
髙
田
富
良
夫

◆
上
平
地
域

　
小
坂
谷
美
枝
子

◆
利
賀
地
域

　
前
川
幸
太
郎
　
　
谷
中
　
修
一

　
中
田
　
律
子

◆
井
波
地
域

　
藤
井
　
正
雄
　
　
境
　
　
義
則

　
岡
　
日
出
夫
　
　
稲
倉
　
正
道

　
武
田
　
信
一

◆
井
口
地
域

　
中
西
　
欣
矢
　
　
吉
田
喜
代
子

◆
福
野
地
域

　
安
達
　
里
美
　
　
神
能
　
治
子

　
宮
川
美
紀
子
　
　
砂
田
江
美
子

　
佐
波
　
幸
雄
　
　
俵
　
れ
い
子

　
高
田
　
　
正
　
　
池
田
　
　
公

◆
福
光
地
域

　
山
道
　
昭
子
　
　
才
川
　
　
茂

　
中
島
　
信
一
　
　
森
田
　
勝
規

　
大
井
川
法
子
　
　
林
　
く
み
子

　
安
丸
ひ
ろ
子
　
　
嶋
田
　
健
治

会
員
加
入
促
進
奨
励
事
業
表
彰

◆
利
賀
地
域
　
野
原
　
恵
子

◆
優
良
会
員
表
彰

髙
田
富
良
夫（
平
地
域
）

　
こ
の
度
の
表
彰
、
関
係
各
位
に
心

よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
日
頃
、

活
動
に
対
し
て
積
極
的
と
は
言
え
な

い
私
、
や
や
心
苦
し
い
思
い
も
あ
り

ま
す
。

　
こ
の
表
彰
を
機
に
、
健
康
に
留
意

し
、
今
後
の
活
動
に
出
来
る
限
り
の

積
極
的
な
参
加
を
心
掛
け
た
い
も
の

で
す
。

中
田
　律
子（
利
賀
地
域
）

　
こ
の
度
は
、
身
に
余
る
表
彰
を
頂

き
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
こ

れ
も
偏
に
皆
様
の
お
陰
と
感
謝
致
し

て
お
り
ま
す
。

　
そ
し
て
今
回
の
表
彰
に
ま
す
ま
す

心
を
引
き
締
め
て
仕
事
に
励
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
宜
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

砂
田
江
美
子
（
福
野
地
域
）

　
こ
の
度
、
新
年
号
「
令
和
」
の
年

に
栄
え
あ
る
表
彰
を
い
た
だ
き
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
仕
事
を

通
じ
て
多
く
の
人
達
と
の
出
会
い
が

あ
り
、
支
え
て
い
た
だ
い
た
お
陰
と

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
会
員

と
し
て
健
康
に
気
を
つ
け
て
就
業
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

中
島
　信
一
（
福
光
地
域
）

　
こ
の
度
は
表
彰
頂
き
心
か
ら
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
年
八
十
一
歳
に
な
り
、
病
院
通

い
を
し
て
み
る
と
、
良
き
友
に
恵
ま

れ
、
働
け
る
事
が
ど
ん
な
に
幸
福
な

こ
と
か
改
め
て
感
じ
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
勇
気
を
も
っ
て
楽
し

い
一
日
で
い
ら
れ
る
事
を
願
い
頑
張

り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

◆
会
員
加
入
促
進
奨
励
事
業
表
彰

野
原
　恵
子
（
利
賀
地
域
）

　
シ
ル
バ
ー
の
活
動

を
通
じ
て
経
験
し
た

仕
事
や
新
し
い
人
間

関
係
を
築
い
て
い
け

る
喜
び
を
他
の
人
に

も
経
験
し
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
か

ら
、
入
会
の
声
掛
け
を
し
て
き
ま
し

た
。
ま
さ
か
表
彰
状
を
い
た
だ
く
こ

と
に
な
ろ
う
と
は
！
思
い
も
よ
ら
ぬ

こ
と
で
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

表
彰
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

喜
び
の
声

　
総
会
後
に
は
記
念
講
演
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
講
師
に
劇
団
〔
花
幸
会
〕
座

長 

御
供
田
幸
子
氏
を
お
招
き
し

「
あ
き
ら
め
な

い
人
生
」
と
題

し
て
講
演
い
た

だ
き
ま
し
た
。

経　常　収　益 393,693千円
387,666千円
6,027千円

経　常　費　用
当期経常増減額

労働者派遣事業実績
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▶
左
よ
り
山
下
会
員
・

　
長
尾
理
事
長
・
北
村
会
員

就業の際は、
オリジナルのエプロンを
着用されています。

　
去
る
六
月
十
四
日（
金
）、富
山
市

の「
ボ
ル
フ
ァ
ー
ト
と
や
ま
」で
、令

和
元
年
度
富
山
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
連
合
会
定
時
総
会
が
開
か
れ

ま
し
た
。

　
表
彰
式
で
は
優
良
会
員
二
名
に
表

彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
表
彰
さ
れ
た
の
は
、次
の
方
々
で

す
。

◆
優
良
会
員
被
表
彰
者（
敬
称
略
）

　
城
端
地
域
　
　
山
下
　
利
雄
　

　
利
賀
地
域
　
　
宮
下
　
盛
吉

　
福
光
地
域
　
　
北
村
　
久
政

　
十
日
町
地
域
Ｓ
Ｃ
は
、
当
セ
ン

タ
ー
も
来
年
度
か
ら
参
入
予
定
の
新

総
合
事
業
「
訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
Ｂ
」

に
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
セ

ン
タ
ー
で
す
。

　
要
支
援
１
又
は
２
に
認
定
さ
れ
た

方
な
ど
が
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生

活
す
る
た
め
に
、
シ
ル
バ
ー
会
員
が

　
去
る
七
月
三
日（
水
）〜
四
日（
木
）

役
職
員
十
六
名
が
参
加
し
て
新
潟
県

十
日
町
地
域
と
上
越
市
の
二
セ
ン

タ
ー
を
視
察
し
、
現
状
と
問
題
点
、

安
全
対
策
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
交

換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

⑴
就
業
機
会
の
確
保
に
つ
い
て

•

シ
ル
バ
ー
事
業
を
周
知
す
る
た

め
、
チ
ラ
シ
等
を
イ
ベ
ン
ト
等
で

配
布
し
て
い
る
。

•

技
術
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、

会
員
の
資
質
向
上
の
た
め
接
遇
マ

ナ
ー
講
習
会
を
開
催
し
て
い
る
。

⑵
安
全
就
業
対
策
に
つ
い
て

•

自
立
式
の
飛
び
石
ネ
ッ
ト
を
購
入

し
効
果
を
検
証
し
、
義
務
化
も
検

討
し
て
い
る
。

⑶
会
員
確
保
に
つ
い
て

•

子
育
て
分
野
の
人
材
確
保
と
育
成

を
図
る
た
め
、
市
・
県
連
合
会
と

提
携
し
た
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
補

助
員
講
習
会
を
開
催
し
入
会
を
促

し
た
。

　
当
セ
ン
タ
ー
で
も
会
員
の
高
齢
化

に
よ
る
退
会
、
新
入
会
者
の
減
少
に

よ
る
会
員
不
足
が
大
き
な
課
題
で
あ

り
ま
す
。
高
齢
で
就
業
が
難
し
く

な
っ
た
会
員
は
、
退
会
す
る
の
で
は

な
く
、
互
助
会
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
通
じ
地
域
に
貢
献
し
、
絆
を
深

め
る
こ
と
が
、
就
業
だ
け
で
は
な
い

セ
ン
タ
ー
の
魅
力
で
あ
る
と
感
じ
ま

し
た
。

　
安
全
就
業
対
策
に
つ
い
て
は
、
ま

ず
何
よ
り
会
員
一
人
ひ
と
り
が
安
全

に
対
す
る
意
識
を
強
く
も
つ
こ
と
が

重
要
で
、
講
習
会
の
開
催
や
文
書
を

配
付
し
、
繰
り
返
し
注
意
喚
起
し
続

け
る
こ
と
が
事
故
件
数
の
減
少
へ
と

繋
が
る
の
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

（
井
波
地
域
理
事
　
小
西
　
清
）

山
下
　利
雄（
城
端
地
域
）

　
令
和
元
年
五
月
に
県
シ
ル
バ
ー
連

合
会
よ
り
優
良
会
員
表
彰
の
ご
案
内

を
頂
き
嬉
し
く
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
入
会
当
初
に
編
成
さ
れ
た
草
刈
班

の
班
長
と
し
て
多
く
の
仲
間
と
仕
事

を
し
て
来
ま
し
た
。
後
継
者
の
班
長

も
次
々
と
頑
張
っ
て
く
だ
さ
っ
て
ま

す
。
授
賞
は
皆
さ
ん
の
協
力
の
賜
物

で
す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

北
村
　久
政（
福
光
地
域
）

　
入
会
し
て
十
五
年
余
り
、
沢
山
の

方
々
と
の
出
会
い
に
感
謝
し
ま
す
。

作
業
の
中
で
の
協
力
、
そ
し
て
楽
し

い
会
話
、
そ
れ
が
私
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
表
彰
を
頂
い
た
こ
と
を
機

に
ま
た
健
康
に
留
意
し
努
め
て
ゆ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

喜
び
の
声

富
山
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

     
連
合
会
優
良
会
員
表
彰

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会

員
と
し
て
五
年
以
上
在
籍
し
、
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
事
業
活

動
を
助
け
、
振
興
に
寄
与
し
、
そ

の
業
績
が
顕
著
で
他
の
模
範
と
な

る
者
。

　
但
し
、
原
則
と
し
て
、
所
属
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

優
良
会
員
表
彰
を
受
け
て
い
る
者
。

連
合
会
表
彰
規
定
内
規

宮
下
　盛
吉（
利
賀
地
域
）

　
シ
ル
バ
ー
会
員
に
な
っ
て
二
十
年

近
く
十
種
類
余
り
の
作
業
を
毎
年
繰

り
返
し
や
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
回
の
表
彰
を
心
よ
り
感
謝
し
、

事
務
局
並
び
に
会
員
の
皆
様
に
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
年
と
と
も
に
身
体
に
衰
え
を
感
じ

な
が
ら
も
人
生
の
生
き
が
い
と
し
て

頑
張
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
今
後
共
指
導
頂
き
ま
す
よ
う
お

願
い
致
し
ま
す
。

（
宮
下
会
員
は
当
日
都
合
に
よ
り
欠

席
さ
れ
ま
し
た
。）

お申込みお忘れでは
ありませんか？
まだ間に合います！ 令和最初の会員研修は兵庫県方面で、みどころ満載の２日間です。

令和元年度会員一泊研修（10月3日～4日）

近代化産業遺産認定
｢史跡・生野銀山
（いくのぎんざん）｣

湯村温泉『佳泉郷 井づつや』

　施設内には全長千メートルの
坑道を進みながら、江戸時代か
ら近代までの採掘の様子を見学
し、銀山の歴史とロマンを体感
できます。

　巨岩を配した長寿大岩風呂、展望風呂、ハーブ桧露天風呂、
庭園露天風呂などの多彩なお風呂を満喫していただけます。

役
員
視
察
研
修
開
催
報
告

十
日
町
地
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

自
宅
に
訪
問
し
て
身
体
介
助
を
含
ま

な
い
生
活
援
助（
洗
濯
・
掃
除
・
食
事
・

話
し
相
手
等
）
を
本
人
と
一
緒
に
行

う
事
業
で
す
。

　
こ
の
事
業
に
携
わ
る
人
は
、
当
セ

ン
タ
ー
が
会
員
を
対
象
に
実
施
す
る

基
礎
講
習
、
実
技
講
習
な
ど
一
定
の

講
習
を
受
講
し
、
必
要
な
知
識
と
技

能
を
習
得
さ
れ
た
方
と
な
り
ま
す
。

　
会
員
の
皆
様
、
ご
協
力
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
福
野
地
域
理
事
　
河
合
　
昭
子
）

視
察
研
修
の
概
要

73

上
越
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

74

十日町地域
1,131
86,118
956
84.5
8,221

12,330
47,866
7,875

830
75,761
704
84.8
7,070

14,349
60,574
7,663

会員数（人）

会員賃金（千円）
手数料収益（千円）

就業実人員（人）
就業率（％）
受注件数（件）

就業延日人員（人日）

就業延日人員（人日）

（請負・委任）
センター概要

（派遣事業）

南砺市

上越市
1,054
86,944
892
84.6

10,920

17,404
102,245
16,458

830
75,761
704
84.8
7,070

14,349
60,574
7,663

会員数（人）

会員賃金（千円）
手数料収益（千円）

就業実人員（人）
就業率（％）
受注件数（件）

就業延日人員（人日）

就業延日人員（人日）

（請負・委任）
センター概要

（派遣事業）

南砺市

視
察
研
修
の
概
要
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▶
左
よ
り
山
下
会
員
・

　
長
尾
理
事
長
・
北
村
会
員

就業の際は、
オリジナルのエプロンを
着用されています。

　
去
る
六
月
十
四
日（
金
）、富
山
市

の「
ボ
ル
フ
ァ
ー
ト
と
や
ま
」で
、令

和
元
年
度
富
山
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
連
合
会
定
時
総
会
が
開
か
れ

ま
し
た
。

　
表
彰
式
で
は
優
良
会
員
二
名
に
表

彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
表
彰
さ
れ
た
の
は
、次
の
方
々
で

す
。

◆
優
良
会
員
被
表
彰
者（
敬
称
略
）

　
城
端
地
域
　
　
山
下
　
利
雄
　

　
利
賀
地
域
　
　
宮
下
　
盛
吉

　
福
光
地
域
　
　
北
村
　
久
政

　
十
日
町
地
域
Ｓ
Ｃ
は
、
当
セ
ン

タ
ー
も
来
年
度
か
ら
参
入
予
定
の
新

総
合
事
業
「
訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
Ｂ
」

に
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
セ

ン
タ
ー
で
す
。

　
要
支
援
１
又
は
２
に
認
定
さ
れ
た

方
な
ど
が
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生

活
す
る
た
め
に
、
シ
ル
バ
ー
会
員
が

　
去
る
七
月
三
日（
水
）〜
四
日（
木
）

役
職
員
十
六
名
が
参
加
し
て
新
潟
県

十
日
町
地
域
と
上
越
市
の
二
セ
ン

タ
ー
を
視
察
し
、
現
状
と
問
題
点
、

安
全
対
策
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
交

換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

⑴
就
業
機
会
の
確
保
に
つ
い
て

•

シ
ル
バ
ー
事
業
を
周
知
す
る
た

め
、
チ
ラ
シ
等
を
イ
ベ
ン
ト
等
で

配
布
し
て
い
る
。

•

技
術
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、

会
員
の
資
質
向
上
の
た
め
接
遇
マ

ナ
ー
講
習
会
を
開
催
し
て
い
る
。

⑵
安
全
就
業
対
策
に
つ
い
て

•

自
立
式
の
飛
び
石
ネ
ッ
ト
を
購
入

し
効
果
を
検
証
し
、
義
務
化
も
検

討
し
て
い
る
。

⑶
会
員
確
保
に
つ
い
て

•

子
育
て
分
野
の
人
材
確
保
と
育
成

を
図
る
た
め
、
市
・
県
連
合
会
と

提
携
し
た
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
補

助
員
講
習
会
を
開
催
し
入
会
を
促

し
た
。

　
当
セ
ン
タ
ー
で
も
会
員
の
高
齢
化

に
よ
る
退
会
、
新
入
会
者
の
減
少
に

よ
る
会
員
不
足
が
大
き
な
課
題
で
あ

り
ま
す
。
高
齢
で
就
業
が
難
し
く

な
っ
た
会
員
は
、
退
会
す
る
の
で
は

な
く
、
互
助
会
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
通
じ
地
域
に
貢
献
し
、
絆
を
深

め
る
こ
と
が
、
就
業
だ
け
で
は
な
い

セ
ン
タ
ー
の
魅
力
で
あ
る
と
感
じ
ま

し
た
。

　
安
全
就
業
対
策
に
つ
い
て
は
、
ま

ず
何
よ
り
会
員
一
人
ひ
と
り
が
安
全

に
対
す
る
意
識
を
強
く
も
つ
こ
と
が

重
要
で
、
講
習
会
の
開
催
や
文
書
を

配
付
し
、
繰
り
返
し
注
意
喚
起
し
続

け
る
こ
と
が
事
故
件
数
の
減
少
へ
と

繋
が
る
の
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

（
井
波
地
域
理
事
　
小
西
　
清
）

山
下
　利
雄（
城
端
地
域
）

　
令
和
元
年
五
月
に
県
シ
ル
バ
ー
連

合
会
よ
り
優
良
会
員
表
彰
の
ご
案
内

を
頂
き
嬉
し
く
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
入
会
当
初
に
編
成
さ
れ
た
草
刈
班

の
班
長
と
し
て
多
く
の
仲
間
と
仕
事

を
し
て
来
ま
し
た
。
後
継
者
の
班
長

も
次
々
と
頑
張
っ
て
く
だ
さ
っ
て
ま

す
。
授
賞
は
皆
さ
ん
の
協
力
の
賜
物

で
す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

北
村
　久
政（
福
光
地
域
）

　
入
会
し
て
十
五
年
余
り
、
沢
山
の

方
々
と
の
出
会
い
に
感
謝
し
ま
す
。

作
業
の
中
で
の
協
力
、
そ
し
て
楽
し

い
会
話
、
そ
れ
が
私
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
表
彰
を
頂
い
た
こ
と
を
機

に
ま
た
健
康
に
留
意
し
努
め
て
ゆ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

喜
び
の
声

富
山
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

     

連
合
会
優
良
会
員
表
彰

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会

員
と
し
て
五
年
以
上
在
籍
し
、
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
事
業
活

動
を
助
け
、
振
興
に
寄
与
し
、
そ

の
業
績
が
顕
著
で
他
の
模
範
と
な

る
者
。

　
但
し
、
原
則
と
し
て
、
所
属
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

優
良
会
員
表
彰
を
受
け
て
い
る
者
。

連
合
会
表
彰
規
定
内
規

宮
下
　盛
吉（
利
賀
地
域
）

　
シ
ル
バ
ー
会
員
に
な
っ
て
二
十
年

近
く
十
種
類
余
り
の
作
業
を
毎
年
繰

り
返
し
や
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
回
の
表
彰
を
心
よ
り
感
謝
し
、

事
務
局
並
び
に
会
員
の
皆
様
に
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
年
と
と
も
に
身
体
に
衰
え
を
感
じ

な
が
ら
も
人
生
の
生
き
が
い
と
し
て

頑
張
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
今
後
共
指
導
頂
き
ま
す
よ
う
お

願
い
致
し
ま
す
。

（
宮
下
会
員
は
当
日
都
合
に
よ
り
欠

席
さ
れ
ま
し
た
。）

お申込みお忘れでは
ありませんか？
まだ間に合います！ 令和最初の会員研修は兵庫県方面で、みどころ満載の２日間です。

令和元年度会員一泊研修（10月3日～4日）

近代化産業遺産認定
｢史跡・生野銀山
（いくのぎんざん）｣

湯村温泉『佳泉郷 井づつや』

　施設内には全長千メートルの
坑道を進みながら、江戸時代か
ら近代までの採掘の様子を見学
し、銀山の歴史とロマンを体感
できます。

　巨岩を配した長寿大岩風呂、展望風呂、ハーブ桧露天風呂、
庭園露天風呂などの多彩なお風呂を満喫していただけます。

役
員
視
察
研
修
開
催
報
告

十
日
町
地
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

自
宅
に
訪
問
し
て
身
体
介
助
を
含
ま

な
い
生
活
援
助（
洗
濯
・
掃
除
・
食
事
・

話
し
相
手
等
）
を
本
人
と
一
緒
に
行

う
事
業
で
す
。

　
こ
の
事
業
に
携
わ
る
人
は
、
当
セ

ン
タ
ー
が
会
員
を
対
象
に
実
施
す
る

基
礎
講
習
、
実
技
講
習
な
ど
一
定
の

講
習
を
受
講
し
、
必
要
な
知
識
と
技

能
を
習
得
さ
れ
た
方
と
な
り
ま
す
。

　
会
員
の
皆
様
、
ご
協
力
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
福
野
地
域
理
事
　
河
合
　
昭
子
）

視
察
研
修
の
概
要

73

上
越
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

74

十日町地域
1,131
86,118
956
84.5
8,221

12,330
47,866
7,875

830
75,761
704
84.8
7,070

14,349
60,574
7,663

会員数（人）

会員賃金（千円）
手数料収益（千円）

就業実人員（人）
就業率（％）
受注件数（件）

就業延日人員（人日）

就業延日人員（人日）

（請負・委任）
センター概要

（派遣事業）

南砺市

上越市
1,054
86,944
892
84.6

10,920

17,404
102,245
16,458

830
75,761
704
84.8
7,070

14,349
60,574
7,663

会員数（人）

会員賃金（千円）
手数料収益（千円）

就業実人員（人）
就業率（％）
受注件数（件）

就業延日人員（人日）

就業延日人員（人日）

（請負・委任）
センター概要

（派遣事業）

南砺市

視
察
研
修
の
概
要
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森
田
　寛
さ
ん（
福
光
地
域
）

　
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
に
入
会
さ

れ
ま
し
た
。
入
会
後
は
、
福
光
植
木
一

班
に
所
属
し
剪
定
作
業
に
就
か
れ
て
い

ま
す
。

　
今
号
で
は
、
今
年
度
に
入
会
さ

れ
た
三
人
の
新
入
会
員
の
方
に
就

業
し
た
感
想
や
抱
負
を
お
聞
き
し

ま
し
た
。

【
質
　
問
】

　
①
入
会
の
き
っ
か
け

　
②
実
際
に
就
業
さ
れ
た
感
想

　
③
今
後
の
抱
負

み
ん
な
の
広
場

み
ん
な
の
広
場

　
東
京
・
池
袋
で
起
き
た
暴
走
死
傷

事
故
以
降
も
、
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
が

引
き
起
こ
す
交
通
事
故
が
毎
週
の
よ

う
に
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
高
齢
者
の
免
許
人
口
の

増
加
に
伴
い
、
高
齢
運
転
者
に
よ
る

重
大
事
故
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
高
齢
運

転
者
に
対
す
る
交

通
事
故
防
止
対
策

が
重
要
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
当
セ
ン
タ
ー
で

は
、
施
設
の
送
迎

や
広
報
物
の
配
付

な
ど
の
運
転
業
務
に
従
事
さ
れ
て
い

る
五
十
名
以
上
の
会
員
を
対
象
に
毎

年
安
全
運
転
講
習
会
を
開
催
し
受
講

す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
の
日
常
生
活
に
車
は
不
可

欠
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
、
日
頃
よ
り
安
全
運
転
を
心
掛
け

事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

《実技》

集められた枝葉と
発酵中の土壌改良材（上）

作業中の大浦会員（左）と
川田班長（右）

《受講証明書授与》剪定作業中の森田会員

福野除草１班のみなさん
一番右が宮田会員

草刈作業中の菊地会員

《動体視力》

安
全
運
転
講
習
会
開
催

　
　
　（七
月
十
二
日
・
十
三
日
）

　
　
　
　
　
　
　南
砺
自
動
車
学
校

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

　〜
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し
て
〜

　
安
全
・
適
正
就
業
委
員
会
で
は
年

三
回
の
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

　
去
る
七
月
十
二
日
、
今
年
度
最
初

の
パ
ト
ロ
ー
ル
が
草
刈
作
業
を
対
象

と
し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

事
故
報
告
書
の
提
出
に
つ
い
て

　
今
後
、
賠
償
事
故
を
お
こ
し
た
場

合
、
当
事
者
（
会
員
）
に
、
左
記
報

告
書
を
事
務
所
に
提
出
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。
　
　

 

●
剪
定
等
枝
葉
堆
肥
化
事
業
●

　
今
春
オ
ー
プ
ン
し
た
城
端
上
原
地

内
の
作
業
場
は
、
枝
の
置
き
場
所
や

プ
レ
ハ
ブ
作
業
小
屋
も
設
置
さ
れ
、

作
業
場
ら
し
く
な
り
ま
し
た
。
枝
の

持
込
も
徐
々
に
増
え
、
す
で
に
粉
砕

さ
れ
た
も
の
が
積
み
上
げ
ら
れ
て
お

り
、
来
春
の
出
荷
が
今
か
ら
楽
し
み

で
す
。

　
事
業
は
着
実
に
拡
大
し
て
い
る
と

実
感
で
き
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
改
善

で
き
る
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
会
員
の
皆
様
に
は
、
事
業
拡
大
の

た
め
ご
支
援
、
ご
協
力
を
尚
一
層
お

願
い
い
た
し
ま
す
。（
Ａ
・
Ｔ
）

　
報
告
さ
れ
た
事
故
の
状
況
や
原
因

を
確
認
し
、
同
種
事
故
の
再
発
防
止

の
た
め
安
全
・
適
正
就
業
委
員
会
で

使
用
し
ま
す
。

　
菊
ま
つ
り
会
場
で
の
遊
休
品
バ

ザ
ー
を
開
催
し
ま
す
。
会
員
の
み
な

さ
ん
、
ご
家
庭
で
不
要
と
な
っ
た
も

の
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
出
品
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
品
物
は
新
品
か
、
手
作
り

の
も
の
に
限
り
ま
す
。

　
ま
た
、会
場
に
も
お
越
し
下
さ
い
。

開
催
日
　
十
一
月
四
日（
祝
・
月
）

会
　
　場
　
南
砺
市
園
芸
植
物
園

持
込
期
限
　
十
月
十
五
日
ま
で
に
事

務
所
ま
で
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

有
休
品
バ
ザ
ー

　
　
　出
品
へ
の
ご
協
力

①
退
職
し
時
間
に
余
裕
が
で
き
た
時
、

才
川
さ
ん
（
福
光
植
木
一
班
班
長
）

か
ら
誘
わ
れ
ま
し
た
。

②
剪
定
は
未
経
験
だ
っ
た
の
で
就
業
を

通
じ
、
新
し
い
知
識
の
習
得
や
発
見

が
あ
り
良
い
経
験
と
な
っ
て
い
ま

す
。
反
面
先
輩
方
の
期
待
に
応
え
ら

れ
る
か
不
安
で
す
。

③
自
分
が
イ
メ
ー
ジ
し
た
通
り
の
仕
事

が
で
き
る
よ
う
に
、
安
全
第
一
、
健

康
第
一
で
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

宮
田
　妙
子
さ
ん（
福
野
地
域
）

　
令
和
元
年
五
月
二
十
九
日
に
入
会
さ

れ
ま
し
た
。
入
会
後
は
福
野
除
草                                    

一
班
に
所
属
し
草
む
し
り
作
業
に
就
か

れ
て
い
ま
す
。

①
少
し
の
時
間
で
も
働
き
、
余
暇
を
主

人
と
楽
し
み
た
い
と
思
い
入
会
し
ま

し
た
。

（
ご
主
人
の
紹
介
で
入
会
し
ま
し
た
）

②
素
晴
ら
し
い
み
な
さ
ん
と
、
楽
し
み

な
が
ら
就
業
し
て
い
ま
す
。
家
で
孫

も
り
し
て
い
た
と
き
よ
り
、
や
り
が

い
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

③
健
康
で
過
ご
し
、
明
る
い
家
庭
を
築

き
た
い
で
す
。
長
男
の
お
嫁
さ
ん
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

菊
地
　省
次
さ
ん（
井
波
地
域
）

　
令
和
元
年
六
月
一
日
に
入
会
さ
れ
ま

し
た
。
入
会
後
は
、
井
波
草
刈
二
班
に

所
属
し
草
刈
作
業
に
就
か
れ
て
い
ま

す
。

①
セ
ン
タ
ー
の
チ
ラ
シ
を
見
て
、
自
分

に
も
何
か
で
き
そ
う
だ
と
思
い
入
会

し
ま
し
た
。

②
汗
を
流
し
働
く
と
気
持
ち
が
良
く
、

作
業
後
の
綺
麗
に
な
っ
た
現
場
を
見

る
と
達
成
感
が
あ
り
ま
す
。

③
自
分
よ
り
も
年
上
の
仲
間
が
元
気

い
っ
ぱ
い
で
働
く
姿
を
見
る
と
、
自

分
も
健
康
第
一
で
頑
張
り
た
い
で
と

思
い
ま
す
。

表
紙
「
田
ん
ぼ
に
お
絵
か
き
」

窪
　辰
夫
（
福
野
地
域
会
員
）

　高
堀
地
内
の
水
田
に
、
色
違
い

の
稲
で
描
か
れ
た
ア
ー
ト（
と
な

み
野
米
マ
ス
コ
ッ
ト
「
散
居
丸
く

ん
」）で
す
。
住
民
で
つ
く
る
実

行
委
員
会
と
地
区
の
児
童
ク
ラ
ブ

の
協
働
で
、
今
回
で
七
回
目
と
な

り
ま
す
。
六
色
六
品
種
の
古
代
米

の
苗
を
植
え
、
七
月
中
旬
か
ら
八

月
が
見
頃
で
、
会
報
が
皆
さ
ん
の

手
に
届
く
頃
に
は
、
穂
が
色
づ
き

そ
ろ
そ
ろ
稲
刈
り
と
な
り
ま
す
。

月　日
4月13日
4月19日
6月 4日
6月12日
6月13日

平成21年度
平成30年度

135,974人
207,632人

71,658人増（1.5倍）

39,134人
67,719人

28,585人増（1.7倍）

埼玉県
東京都
福岡県
沖縄県
群馬県

78歳
87歳
81歳
81歳
80歳

トラックひき逃げ
池袋暴走母子死傷事故
逆走死傷事故
標識衝突事故
免許返納者人身事故

発生場所

富山県の高齢者
運転免許人口

富山県の75歳以上
の運転免許人口

運転者年齢 事故内容
最近の事故と運転者の年齢（令和元年度）
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森
田
　寛
さ
ん（
福
光
地
域
）

　
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
に
入
会
さ

れ
ま
し
た
。
入
会
後
は
、
福
光
植
木
一

班
に
所
属
し
剪
定
作
業
に
就
か
れ
て
い

ま
す
。

　
今
号
で
は
、
今
年
度
に
入
会
さ

れ
た
三
人
の
新
入
会
員
の
方
に
就

業
し
た
感
想
や
抱
負
を
お
聞
き
し

ま
し
た
。

【
質
　
問
】

　
①
入
会
の
き
っ
か
け

　
②
実
際
に
就
業
さ
れ
た
感
想

　
③
今
後
の
抱
負

み
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な
の
広
場

み
ん
な
の
広
場

　
東
京
・
池
袋
で
起
き
た
暴
走
死
傷

事
故
以
降
も
、
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
が

引
き
起
こ
す
交
通
事
故
が
毎
週
の
よ

う
に
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
高
齢
者
の
免
許
人
口
の

増
加
に
伴
い
、
高
齢
運
転
者
に
よ
る

重
大
事
故
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
高
齢
運

転
者
に
対
す
る
交

通
事
故
防
止
対
策

が
重
要
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
当
セ
ン
タ
ー
で

は
、
施
設
の
送
迎

や
広
報
物
の
配
付

な
ど
の
運
転
業
務
に
従
事
さ
れ
て
い

る
五
十
名
以
上
の
会
員
を
対
象
に
毎

年
安
全
運
転
講
習
会
を
開
催
し
受
講

す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
の
日
常
生
活
に
車
は
不
可

欠
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
、
日
頃
よ
り
安
全
運
転
を
心
掛
け

事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

《実技》

集められた枝葉と
発酵中の土壌改良材（上）

作業中の大浦会員（左）と
川田班長（右）

《受講証明書授与》剪定作業中の森田会員

福野除草１班のみなさん
一番右が宮田会員

草刈作業中の菊地会員

《動体視力》

安
全
運
転
講
習
会
開
催

　
　
　（七
月
十
二
日
・
十
三
日
）

　
　
　
　
　
　
　南
砺
自
動
車
学
校

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

　〜
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し
て
〜

　
安
全
・
適
正
就
業
委
員
会
で
は
年

三
回
の
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

　
去
る
七
月
十
二
日
、
今
年
度
最
初

の
パ
ト
ロ
ー
ル
が
草
刈
作
業
を
対
象

と
し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

事
故
報
告
書
の
提
出
に
つ
い
て

　
今
後
、
賠
償
事
故
を
お
こ
し
た
場

合
、
当
事
者
（
会
員
）
に
、
左
記
報

告
書
を
事
務
所
に
提
出
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。
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の
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場
所
や
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作
業
小
屋
も
設
置
さ
れ
、

作
業
場
ら
し
く
な
り
ま
し
た
。
枝
の

持
込
も
徐
々
に
増
え
、
す
で
に
粉
砕

さ
れ
た
も
の
が
積
み
上
げ
ら
れ
て
お

り
、
来
春
の
出
荷
が
今
か
ら
楽
し
み

で
す
。

　
事
業
は
着
実
に
拡
大
し
て
い
る
と

実
感
で
き
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
改
善

で
き
る
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
会
員
の
皆
様
に
は
、
事
業
拡
大
の

た
め
ご
支
援
、
ご
協
力
を
尚
一
層
お

願
い
い
た
し
ま
す
。（
Ａ
・
Ｔ
）

　
報
告
さ
れ
た
事
故
の
状
況
や
原
因

を
確
認
し
、
同
種
事
故
の
再
発
防
止

の
た
め
安
全
・
適
正
就
業
委
員
会
で

使
用
し
ま
す
。

　
菊
ま
つ
り
会
場
で
の
遊
休
品
バ

ザ
ー
を
開
催
し
ま
す
。
会
員
の
み
な

さ
ん
、
ご
家
庭
で
不
要
と
な
っ
た
も

の
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
出
品
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
品
物
は
新
品
か
、
手
作
り

の
も
の
に
限
り
ま
す
。

　
ま
た
、会
場
に
も
お
越
し
下
さ
い
。

開
催
日
　
十
一
月
四
日（
祝
・
月
）

会
　
　場
　
南
砺
市
園
芸
植
物
園

持
込
期
限
　
十
月
十
五
日
ま
で
に
事

務
所
ま
で
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

有
休
品
バ
ザ
ー

　
　
　出
品
へ
の
ご
協
力

①
退
職
し
時
間
に
余
裕
が
で
き
た
時
、

才
川
さ
ん
（
福
光
植
木
一
班
班
長
）

か
ら
誘
わ
れ
ま
し
た
。

②
剪
定
は
未
経
験
だ
っ
た
の
で
就
業
を

通
じ
、
新
し
い
知
識
の
習
得
や
発
見

が
あ
り
良
い
経
験
と
な
っ
て
い
ま

す
。
反
面
先
輩
方
の
期
待
に
応
え
ら

れ
る
か
不
安
で
す
。

③
自
分
が
イ
メ
ー
ジ
し
た
通
り
の
仕
事

が
で
き
る
よ
う
に
、
安
全
第
一
、
健

康
第
一
で
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

宮
田
　妙
子
さ
ん（
福
野
地
域
）

　
令
和
元
年
五
月
二
十
九
日
に
入
会
さ

れ
ま
し
た
。
入
会
後
は
福
野
除
草                                    

一
班
に
所
属
し
草
む
し
り
作
業
に
就
か

れ
て
い
ま
す
。

①
少
し
の
時
間
で
も
働
き
、
余
暇
を
主

人
と
楽
し
み
た
い
と
思
い
入
会
し
ま

し
た
。

（
ご
主
人
の
紹
介
で
入
会
し
ま
し
た
）

②
素
晴
ら
し
い
み
な
さ
ん
と
、
楽
し
み

な
が
ら
就
業
し
て
い
ま
す
。
家
で
孫

も
り
し
て
い
た
と
き
よ
り
、
や
り
が

い
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

③
健
康
で
過
ご
し
、
明
る
い
家
庭
を
築

き
た
い
で
す
。
長
男
の
お
嫁
さ
ん
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

菊
地
　省
次
さ
ん（
井
波
地
域
）

　
令
和
元
年
六
月
一
日
に
入
会
さ
れ
ま

し
た
。
入
会
後
は
、
井
波
草
刈
二
班
に

所
属
し
草
刈
作
業
に
就
か
れ
て
い
ま

す
。

①
セ
ン
タ
ー
の
チ
ラ
シ
を
見
て
、
自
分

に
も
何
か
で
き
そ
う
だ
と
思
い
入
会

し
ま
し
た
。

②
汗
を
流
し
働
く
と
気
持
ち
が
良
く
、

作
業
後
の
綺
麗
に
な
っ
た
現
場
を
見

る
と
達
成
感
が
あ
り
ま
す
。

③
自
分
よ
り
も
年
上
の
仲
間
が
元
気

い
っ
ぱ
い
で
働
く
姿
を
見
る
と
、
自

分
も
健
康
第
一
で
頑
張
り
た
い
で
と

思
い
ま
す
。

表
紙
「
田
ん
ぼ
に
お
絵
か
き
」

窪
　辰
夫
（
福
野
地
域
会
員
）

　高
堀
地
内
の
水
田
に
、
色
違
い

の
稲
で
描
か
れ
た
ア
ー
ト（
と
な

み
野
米
マ
ス
コ
ッ
ト
「
散
居
丸
く

ん
」）で
す
。
住
民
で
つ
く
る
実

行
委
員
会
と
地
区
の
児
童
ク
ラ
ブ

の
協
働
で
、
今
回
で
七
回
目
と
な

り
ま
す
。
六
色
六
品
種
の
古
代
米

の
苗
を
植
え
、
七
月
中
旬
か
ら
八

月
が
見
頃
で
、
会
報
が
皆
さ
ん
の

手
に
届
く
頃
に
は
、
穂
が
色
づ
き

そ
ろ
そ
ろ
稲
刈
り
と
な
り
ま
す
。

月　日
4月13日
4月19日
6月 4日
6月12日
6月13日

平成21年度
平成30年度

135,974人
207,632人

71,658人増（1.5倍）

39,134人
67,719人

28,585人増（1.7倍）

埼玉県
東京都
福岡県
沖縄県
群馬県

78歳
87歳
81歳
81歳
80歳

トラックひき逃げ
池袋暴走母子死傷事故
逆走死傷事故
標識衝突事故
免許返納者人身事故

発生場所

富山県の高齢者
運転免許人口

富山県の75歳以上
の運転免許人口

運転者年齢 事故内容
最近の事故と運転者の年齢（令和元年度）
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シルバーだより

令和元年９月10日発行

第　45　号

◇表紙（田んぼにお絵かき）
◇令和元年度定時総会
◇県シ連定時総会、優良会員表彰
◇役員視察研修開催報告
　　 

主な内容
〠939-1531
富山県南砺市院林88番地3
☎0763-22-8050・FAX 0763-22-7544
https://webc.sjc.ne.jp/nanto/
会員数　　784名
男　性　　479人　 　女　性　　305人
　　　　　　　（令和元年８月１日現在）

公益社団法人
南砺市シルバー人材センター

◇各委員会からのお知らせ
◇みんなの広場（新入会員編）
◇お知らせ

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
〜

令
和
元
年
七
月
三
十
一
日
ま
で

◆
城
端
地
域
（
十
名
）

　
安
地
　
光
雄
　
　
今
井
と
き
子

　
細
川
　
道
雄
　
　
水
本
　
正
明

　
和
田
　
信
代
　
　
高
桑
　
良
次

　
山
下
　
利
夫
　
　
志
茂
　
龍
一

　
志
茂
　
京
子
　
　
松
原
　
　
進

◆
平
地
域
（
二
名
）

　
滝
谷
　
眞
輔
　
　
辻
　
清
市
郎

◆
利
賀
地
域
（
一
名
）

　
野
原
　
重
則

◆
井
波
地
域
（
十
名
）

　
池
田
　
　
守
　
　
箭
原
　
三
郎

　
斉
藤
　
昭
夫
　
　
奥
村
　
栄
子

　
松
岡
　
正
敏
　
　
山
口
　
重
吉

　
野
原
　
光
枝
　
　
菊
地
　
省
次

　
常
川
　
尚
一
　
　
中
川
　
　
昇

◆
福
野
地
域
（
六
名
）

　
土
永
知
栄
子
　
　
宮
嶋
つ
る
子

　
梅
木
　
源
友
　
　
佐
竹
　
京
子

　
宮
田
　
妙
子
　
　
今
井
　
啓
一

八
　
月
分
　
九
　
月
二
十
日（
金
）

九
　
月
分
　
十
　
月
十
八
日（
金
）

十
　
月
分
　
十
一
月
二
十
日（
水
）

十
一
月
分
　
十
二
月
二
十
日（
金
）

　
皆
さ
ん
は
、
自
分
の
体
調
管
理
が

十
分
で
き
て
い
ま
す
か
？
他
の
会
員

や
発
注
者
に
迷
惑
を
か
け
な
い
た
め

に
も
毎
年
一
回
健
康
診
断
を
受
け
ま

し
ょ
う
。

●
雪
吊
講
習
会

開
催
日
　
十
月
十
六
日（
水
）

場
　所
　
高
瀬
遺
跡
公
園

受
講
申
込
（
二
二―

八
〇
五
〇
）
へ

　
　
　
　  

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
十
月
は
「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
事
業
普
及
促
進
月
間
」
で
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
と
お
し
て
、

事
業
の
Ｐ
Ｒ
と
新
し
い
仲
間
に
加
入

を
呼
び
か
け
ま
し
ょ
う
。
多
く
の
皆

さ
ん
の
参
加
・
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。（
各
地
区
の
活
動
は
別
紙
開

催
計
画
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

　
富
山
県
出
身
の
朝
乃
山
関
の
優

勝
と
日
本
人
初
の
Ｎ
Ｂ
Ａ
ド
ラ
フ

ト
一
巡
目
で
指
名
を
受
け
た
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
八
村
塁
選
手
の

ニ
ュ
ー
ス
は
、
同
じ
県
民
と
し
て

大
変
嬉
し
い
も
の
で
し
た
。
さ
て
、

翻
っ
て
み
る
と
、
高
齢
者
の
交
通

事
故
が
多
く
、
身
の
引
き
締
ま
る

思
い
が
し
ま
す
。
健
康
管
理
と
共

に
事
故
を
お
こ
さ
な
い
よ
う
に
、

日
々
気
を
つ
け
て
過
ご
し
た
い
も

の
で
す
。
　
　
　
　 

　（
編
集
子
）

編
　集
　後
　記

新
入
会
員
紹
介

配
分
金
支
払
日

　
月
別
カ
レ
ン
ダ
ー
に
メ
モ
欄
と
備

忘
欄
を
設
け
、
文
字
が
大
き
く
見
や

す
く
、
体
験
等
記
録
欄
に
ヒ
ヤ
リ
・

ハ
ッ
ト
体
験
等
を
記
録
す
る
こ
と
で
、

安
全
に
対
す
る
反
省
と
意
識
向
上
が

期
待
で
き
ま
す
。
ま
た
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
、
技
能
講
習
会
等
の
記
録
が

で
き
、「
運
転
前
健
康
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー

ト
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
冊

　二
九
〇
円

申
込
期
限
　九
月
末
日

申
込
方
法
（
二
二―

八
〇
五
〇
）へ

　
　
　
　

  

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

健
康
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

独
自
講
習
会
の
ご
案
内

シ
ル
バ
ー
の
日
開
催

◆
福
光
地
域
（
二
十
二
名
）

　
金
本
　
和
子
　
　
福
岡
　
朝
子

　
池
村
　
幸
市
　
　
橋
本
　
敏
雄

　
森
田
　
　
寛
　
　
中
島
　
憲
治

　
奥
野
し
ず
え
　
　
上
坂
　
　
孝

　
前
田
　
栄
次
　
　
水
内
　
三
夫

　
重
倉
　
春
夫
　
　
西
田
　
次
広

　
田
中
　
　
茂
　
　
中
山
　
眞
一

　
斉
田
　
明
美
　
　
奥
野
　
芳
隆

　
上
水
利
津
子
　
　
前
川
　
尚
之

　
井
上
　
重
光
　
　
山
村
　
　
章
　

　
渡
辺
　
和
子
　
　
西
尾
　
愼
治

開
催
日

　
九
　
月
　
二
十
日
（
金
）

　
十
　
月
　
十
八
日
（
金
）

　
十
一
月
　
二
十
日
（
水
）

　
十
二
月
　
二
十
日
（
金
）

令
和
二
年

　
一
　
月
　
二
十
日
（
月
）

　
二
　
月
　
二
十
日
（
木
）

　
三
　
月
　
十
九
日
（
木
）

会
場
　
福
野
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
研
修
室

時
間
　
午
後
一
時
三
十
分
よ
り

会
員
大
募
集

　
南
砺
市
に
お
住
ま
い
の
六
十
歳
以

上
で
、健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
方
、

ご
近
所
や
お
知
り
合
い
の
方
に
、
ぜ

ひ
声
掛
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

二
〇
二
〇
年
版

  

会
員
手
帳

予
約
受
付
の

　
　お
知
ら
せ

入
会
説
明
会
　


